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コメ
２０２４年５月時点での10ｋｇあたり4200円前後から、８月には５２００円を超える急激な価格高
騰がみられました。2025年の4/7～１３の週では８４３４円となり、１５週連続の上昇、１年前の倍
以上になりました。
備蓄米はどこにあるのか？いつ安くなるのか？ 多くの人の関心というか素朴な疑問だと思いま
す。第一回の備蓄米の放出では１４万トン落札されたそうですが、引渡しから10日経っても小売り
や外食等末端に届いた量は全体の約0.3％にとどまっているそうです。精米や流通などに時間が
掛かっている…などの理由だそうですが、現時点では価格の安定には効果が出ていません。
備蓄米の9割以上をＪＡ全農が落札していますが、卸業者どうしの販売は禁止しているため、流通
しにくい状況が続いています。ＪＡと取引の無い中小の卸業者には備蓄米が入って来ず、そこから
仕入れているスーパーなどにも届かないということなのだそうです。こうしたことを踏まえ、農水
省は4/23から実施する第三回の入札では卸業者間の販売を認める方針にするそうです。
この状況下、一部の自治体ではコメの無料配布やお米券の支給など、住民の負担を軽減する独自
の支援策を実施しているところもあります。青森県や福井県では2月から、他にも導入済や導入予
定もあるようです。減反をはじめ、生産量や価格に国が直接関与しているのにも関わらず、実効性
のある対応ができないのなら、自由化に転換すべきではないかという議論も出てきています。
ただ、現在小売店にある在庫は「高値」で仕入れたものもあるはずで、その在庫が捌けないと、安
いコメは棚に並びません。また、肥料、燃料等の物価も高騰している中、今後のコメの価格は昨年
の水準に戻ることはないとみられています。連休明けに7000円を切る程度の水準ではないか？
という意見があるようですが、いくらぐらいになると思いますか？

タマゴ
卵の価格も下がりません。主要因は鳥インフルエンザの影響とのこと。2025年1月だけでも４１８
万羽の感染という異常事態だったそうです。加えて猛暑、飼料の高騰。これはコロナからの傾向、原
油価格の高騰やウクライナ侵攻の影響も影響していると言われています。価格の優等生とも言われ
た卵の価格、１㎏あたりの推移をみると、１９５３年２２４円、2005年２０４円、２０１０年187円、２０
１８年１８０円となっています。ほぼ同水準に見えますが気付かれましたか？１９５３年については現
在価値に換算すると１０００円以上！高級品でした。
最近では、２０２２年９月に２００円程度からあがり始め、２０２３年前半は３５０円付近となり、前年
２０２２年１月の２倍以上にまで高騰しました。同年７月頃から下がり始め、２０２４年前半は200円
を切るところまで下がったのですが、３月から220円付近、８月からまた高騰をし始め、そのまま３
５０円前後、２０２３年の水準近くまで一気に上がっていきました。
現在は親鳥の育成が進み供給量は回復に向かっているので、夏ごろまでに価格は落ち着いてく
る見通しということですが、ここ数年の状況の変化に耐えられず廃業する生産者も少なくないとみ
られ、年末の需要増加時期に向けて予断を許さない状況です。

その他
野菜については、いも類と玉ねぎが若干平年を上回る以外は、全体的に平年並みの見通しのよう
です。ガソリンや電気ガス料金等については高止まり。政府の方針に期待して良いのでしょうか？

モノの価格が上がっていることは間違いなく、その分収入が増えているのか、増えていくのか？
将来、安定した生活ができるのか？ 給付等の一時的な対応で今をしのぐのも大切でしょうが、将来に
明るい見通しが立たない限り、根本的な解決や人口増は無いと思うのですが、いかがでしょうか？
関税廃止の流れが逆行し始めている今、ある意味チャンスなのかもしれませんね。
保険料もここ数年上がる一方。入れる人がいなくなってしまうのでは、と心配でなりません。（浅井）

価格の⾒通し
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◆  5 月 の 税 務 と 労 務 5月

官報の電子化　法律の公布や会社の決算公告などが掲載される「官報」が、今年4月1日
から電子化されました。官報はこれまで、全国の官報販売所での販売などを通じて発行
される紙媒体を「正本」とし、併せてインターネット上でも公開されていましたが、4月か
らは「官報発行サイト」に掲載される電子版が正本となりました。

国　税／�4月分源泉所得税の納付� 5月12日
国　税／�3月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

� 6月2日
国　税／�9月決算法人の中間申告� 6月2日
国　税／�6月、9月、12月決算法人の消費税等の�

中間申告（年3回の場合）� 6月2日
国　税／�個人事業者の消費税等の中間申告�

（年3回の場合）� 6月2日
国　税／�確定申告税額の延納届出による延納税額の

納付� 6月2日
国　税／�特別農業所得者の承認申請� 5月15日

地方税／�自動車税・鉱区税の納付� �
� 都道府県の条例で定める日
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5 月号─2

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
は
手

軽
で
集
計
も
し
や
す
く
、
匿
名
性

が
確
保
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー

プ（
定
性
調
査
の
手
法
の
一
つ
で
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
少
人
数

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
意
見
を
交

わ
し
ま
す
。）
は
深
掘
り
調
査
に

適
し
て
い
ま
す
。

⑷
　
調
査
結
果
の
分
析
と
施
策
へ
の

落
と
し
込
み

　
調
査
結
果
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、
次
の
手
順
を
踏
ん
で
い

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
　
デ
ー
タ
の
可
視
化

　
　
必
要
に
応
じ
て
図
や
グ
ラ
フ
を

使
い
、
回
答
を
直
感
的
に
把
握
で

き
る
形
式
で
、
分
か
り
や
す
く
整

理
し
ま
す
。

②
　
課
題
の
特
定

　
　「
上
司
へ
の
満
足
度
が
低
い
」

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
不
足
し
て
い

る
」
な
ど
、
調
査
デ
ー
タ
か
ら
明

ら
か
な
問
題
点
を
洗
い
出
し
ま

す
。

③
　
優
先
順
位
の
設
定

　
　
す
べ
て
の
課
題
に
一
度
に
取
り

組
む
の
で
は
な
く
、
影
響
が
大
き

い
も
の
か
ら
着
手
し
ま
す
。

④
　
改
善
施
策
の
立
案

　
　
具
体
的
な
例
と
し
て
、
次
の
施

策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入

・
　
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
導
入

・
　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
可
視
化

２
　
具
体
的
な
施
策
例

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り

が
職
場
で「
や
り
が
い
」や「
満
足
感
」

を
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
具
体
的
な
施
策
例
や

効
果
は【
下
表
】を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
　�

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
を
上
手

に
活
用
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
を
効
果

的
に
行
い
、
結
果
を
職
場
改
善
に
つ

な
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
ま

す
。

①
　
経
営
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　
　
経
営
層
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

向
上
に
積
極
的
に
関
与
す
る
姿
勢

を
示
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
　
調
査
設
計
の
明
確
化

　
　
調
査
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
調
査
項
目
を
設
計

し
ま
す
。「
職
場
環
境
」「
キ
ャ
リ

ア
支
援
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
、
従
業
員
が

働
き
が
い
を
感
じ

る
要
因
を
網
羅
す

る
質
問
を
設
定
し

ま
す
。

③
　
匿
名
性
の
確
保

　
　
従
業
員
が
正
直

な
意
見
を
述
べ
ら

れ
る
よ
う
、
調
査

の
匿
名
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

④
　
共
有
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

　
　
調
査
結
果
を
可

視
化
し
、
従
業
員

全
体
で
共
有
し
ま

す
。
そ
の
後
、
具

体
的
な
改
善
策
を

実
行
に
移
し
、
定

期
的
に
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
す
。

　
　
従
業
員
の
声
が

施
策
に
反
映
さ
れ

る
と
、
さ
ら
な
る

信
頼
感
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。

表　エンゲージメントを向上させるための施策例
施策例 効果

キャリア
開発支援

キャリアパス制度の明確化…従業員が将来の目標を描ける
よう、昇進やスキルアップの具体的なステップを提示する。

資格取得や研修への費用補助…OJTやOFF-JTの充実を図
り、専門スキルの習得を支援する。

キャリアに対する期待がモ
チベーションを高め、離職率
の低下や生産性向上につな
がる。

柔軟な
働き方
の推進

フレックスタイム制の導入…勤務時間の柔軟化により、個々
の生活スタイルに対応する。

リモートワークの推進…通勤負担の軽減や家庭との両立を
支援する。

ワークライフバランスが改善
され、従業員のストレス軽
減と働きやすさの向上が期
待できる。

健康の
維持・
増進　

定期的な健康診断の実施…従業員の健康状態を把握し、早
期の健康問題解決を支援する。

ストレスチェックとメンタルヘルス支援…ストレス管理の
ための相談窓口を設置し、心理的負担の軽減を図る。

健康への配慮は従業員の会
社への信頼感を向上させる
とともに、パフォーマンス向
上への寄与が期待できる。

コミュニケ
ーションの
促進

定期的な1on1ミーティング…上司と従業員が定期的に対話
し、課題や希望を共有する。

社内イベントや交流の場の提供…チームビルディングや職
場の雰囲気を良くする機会を設ける。

従業員同士や上司との信頼
関係を構築し、組織全体の
連帯感強化が図れる。

ス
ト
削
減
な
ど
メ
リ
ッ
ト
を
客
観
的

に
示
し
、
社
内
で
意
思
決
定
者
に
納

得
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
購
買

ま
で
に
長
期
間
か
か
り
ま
す
。

B
toB
B
toB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
のの
変
化
変
化

★
顧
客
の
情
報
行
動
・
購
買
行
動
の

変
化

BtoB

の
買
い
手
は
、
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
67
％
が
営
業
担
当
者
に

会
う
前
に
終
わ
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

情
報
源
と
し
て
「
企
業
の
W
E
B
サ

イ
ト
」
を
利
用
し
て
い
る
人
は
64
・

８
％
に
の
ぼ
り
ま
す
。
見
込
顧
客
が

情
報
収
集
す
る
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
見
つ
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

導
入
検
討
の
候
補
に
も
な
ら
ず
、
営

業
担
当
者
は
声
も
か
け
ら
れ
な
い
た

め
、
ま
ず
は
W
E
B
サ
イ
ト
へ
集

客
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

★
営
業
活
動
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン

ラ
イ
ン
化

　
２
０
１
８
年
頃
か
ら
D
X
（
デ
ジ

タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
い
う
言
葉
が
I
T
企
業
を
中
心

に
広
が
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
テ
レ
ワ
ー

ク
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
で
展
示
会
や

セ
ミ
ナ
ー
は
中
止
さ
れ
、
待
っ
た
な

し
で
デ
ジ
タ
ル
化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化

が
迫
ら
れ
ま
し
た
。
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
普

及
な
ど
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
の
営
業
活
動
が
必
須
条

件
で
す
。

B
toB
B
toB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ

BtoB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
流
れ
は
、

︻
左
頁
図
︼の
と
お
り
で
す
。

こ
れ
か
ら

こ
れ
か
らB

toB
B
toB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
成
功
さ
せ
る
に
は

を
成
功
さ
せ
る
に
は

⑴

　コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　
顧
客
に
対
し
価
値
あ
る
コ
ン
テ
ン

ツ
を
提
供
す
る
こ
と
で
購
買
活
動
に

繋
げ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
で
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
配

信
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
、

２
０
２
２
年
にChatGPT

が
登
場

し
生
成
A
I
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
生
成
A
I
と
は
、
テ
キ
ス
ト
や
画

像
、
音
楽
な
ど
新
し
い
デ
ー
タ
や
コ

ン
テ
ン
ツ
を
生
成
す
る
A
I
を
指
し

ま
す
。生
成
A
I
は
広
告
文
や
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
画
像
、

動
画
を
自
動
で
作
成
し
、
デ
ー
タ
を

読
み
取
っ
て
さ
ら
に
分
析
を
行
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
何
時
間
も
か
か
っ
た

業
務
を
数
秒
、
数
分
で
完
了
で
き
ま

す
。BtoB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
お
け

る
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、
多
く
の
企
業
が
導

入
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
生
成

A
I
を
適
切
に
活
用
で
き
る
企
業
と

そ
う
で
な
い
企
業
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
施
策
数
や
質
に
大
き
な
差
が
生

じ
「
デ
ジ
タ
ル
格
差
」
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
一
方
、
生
成
A
I
に
は
誤
情
報

が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
コ
ン

テ
ン
ツ
の
品
質
を
見
抜
き
適
切
に
活

用
す
る
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

A
I
に
対
し
適
切
な
指
示
命
令
を

出
す
「
プ
ロ
ン
プ
ト
」
と
い
う
技
術

も
不
可
欠
で
す
。
企
業
が
A
I
を

導
入
し
や
す
く
す
る
支
援
策
や

A
I
を
正
し
く
活
か
す
ト
レ
ー
ニ
ン

BtoB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
対

企
業
向
け
の
取
引
を
行
う
際
の
戦
略

や
仕
組
み
な
ど
を
含
め
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
顧

客
が
対
消
費
者
で
あ
るBtoC

ビ
ジ

ネ
ス
と
の
違
い
を
理
解
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。︻
下
表
参
照
︼

BtoC

は
個
人
の
感
情
で
衝
動
買

い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

BtoB

の
顧
客
は
企
業
で
あ
り
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
が
高
額
で
あ

る
こ
と
や
成
約
ま
で
に
複
数
人
が
関

わ
る
な
ど
、
成
約
に
至
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

BtoB

の
場
合
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
使
う
こ
と
に
よ
る
課
題
解
決
や
コ

BtoBBtoB
マーケティングマーケティング

表　BtoB と BtoC の違い

マーケティング BtoB BtoC

顧客 企業 消費者

購買までの
検討期間　 長期間 短期間

意思決定者 複数・多層 個人・1人

購買目的 課題解決 所有・体験

購入 営業担当者 販売員・　
ECサイト



3─5月号

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

⑵

　サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ーC

ookie

規

制
　
W
E
B
サ
イ
ト
利
用
者
の
情
報
を

取
得
し
他
の
サ
イ
ト
と
連
携
し
て
広

告
配
信
な
ど
に
使
用
す
る
技
術
で

す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
履
歴
を
追
跡
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
広
告
主
に
提
供
す
る

こ
と
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
広
告
を
可
能
に

し
て
き
ま
し
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
国
内
外

で
規
制
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

⑶

　カ
ス
タ
マ
ー
サ
ク
セ
ス

　
顧
客
の
成
功
と
自
社
の
利
益
の
両

立
を
目
指
す
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
概

念
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
納
品
し
て
ゴ
ー
ル
と
い
う
売
り
切

り
型
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
の
が
、
近
年

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
運
用
に

移
行
し
た
よ
う
に
、
契
約
後
に
顧
客

満
足
度
を
高
め
、
利
用
継
続
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

顧
客
の
問
題
を
解
決
す
る
サ
ポ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
能
動
的
に
顧
客
へ
働

き
か
け
的
確
な
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
る

こ
と
が
、
自
社
の
利
益
を
増
加
さ
せ

るBtoB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
欠
か
せ

な
い
役
割
と
な
り
ま
す
。

⑷

　A
B
M
（
ア
カ
ウ
ン
ト
ベ
ー
ス

ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
企
業
（
ア
カ

ウ
ン
ト
）
を
予
め
選
定
し
有
望
な
企

業
に
集
中
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
で
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
算
や
人
的
リ

ソ
ー
ス
を
無
駄
な
く
活
用
で
き
、
高

い
R
O
I
（
投
資
対
効
果
）
が
期
待

で
き
ま
す
。
M
A
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）や
C
R
M（
顧

客
関
係
管
理
）
な
ど
の
ツ
ー
ル
の
技

術
革
新
と
普
及
で
、「
企
業
単
位
」

で
の
顧
客
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
の
デ
ー
タ
収

集
と
分
析
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
A
B
M
の

導
入
障
壁
が
低
下
し
実
践
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
戦
略
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
体
制
を
作
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。❖　

　
　
❖
　
　
　
❖

　
今
後
ま
す
ま
す
伸
び
るBtoB

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
市
場
は
、
顧
客
第
一
と

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
、
信
頼

に
基
づ
く
持
続
可
能
な
関
係
構
築
を

目
指
す
こ
と
が
、
成
功
に
繋
が
る
で

し
ょ
う
。

図　BtoB マーケティングの流れ

市場調査・
分析

　市場規模はどれぐらいか、商品・サービスを購入するであろう顧客の課題解決は何か、
自社の強みは何か、競合他社はどのような顧客が利用しているかを分析します。マーケ
ティングの最終目標は受注です。マーケティングの全体像を描き戦略を練りましょう。

集客

　多くの企業に商品やサービスを知ってもらうためWEBサイトに集客します。具体的
には SNSやWEB広告などを活用しますが、オンラインに限りません。タクシー広告
や看板、展示会などで見かけた商品等を気になって検索したということもあり得るため、
ターゲットの目に触れやすい方法を意識しましょう。

CV促進

　CV（コンバージョン）とは、自社の商品・サービスを検討している顧客が購買に近
づくために起こす行動であり、コンバージョンつまり「転換」「変換」を意味する行動
です。サービス紹介資料といったコンテンツでユーザーの興味を引き、資料請求など
CVの際に顧客情報を得られます。CV率（CVR）を高めたWEBサイトや最初に訪問す
るランディングページ（LP）を改善し、見込顧客を離脱させないようにしましょう。

アプローチ
　CVされ検討度が高くても、BtoB の購買プロセスにおいてはまだ情報収集段階という
ことも少なくありません。定期的に顧客と接点を持ち、興味や関心度を向上させること
が重要です。具体的には、メールマガジンで接点を持ち続けるなどです。

商談
　メルマガを送った後に資料をダウンロードしたなど、検討度が高まった顧客がとる行
動を推察し、そうした行動をとった顧客に対してアポイントを打診します。アポイント
が獲得できたら営業部門に引き渡し、成約に結びつけます。
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物
品
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
取
引
先
で
あ
る
事
業

者
が
交
付
さ
れ
た
物
品
を
棚
卸
資
産

や
固
定
資
産
と
し
て
販
売
す
る
、
も

し
く
は
使
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な

物
品
（
以
下
、
事
業
用
資
産
）
で
あ

る
場
合
や
、
そ
の
物
品
の
購
入
単
価

が
お
お
む
ね
３
０
０
０
円
以
下
の
少

額
な
も
の
（
以
下
、
少
額
物
品
）
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
交
付
の
基
準

が
売
上
割
戻
し
の
算
定
基
準
と
同
一

で
あ
る
場
合
に
限
り
、
交
際
費
等
に

該
当
し
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
交
付
し
た
物
品
が
事

業
用
資
産
に
該
当
し
な
い
場
合
に

は
、
少
額
物
品
を
除
き
そ
の
物
品
を

交
付
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
は
、

交
際
費
等
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。【
図
参
照
】

　
少
額
物
品
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判

定
の
要
素
と
な
る
購
入
単
価
は
、
通

常
の
取
引
単
位
ご
と
の
金
額
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
商

品
券
の
よ
う
に
引
き
換
え
る
こ
と
の

で
き
る
物
品
の
種
類
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
券
面
金

額
に
関
わ
ら
ず
交
際
費
等
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
物
品
で
は
な
く
取
引
先
を

旅
行
や
観
劇
な
ど
に
招
待
す
る
場
合

は
、
売
上
割
戻
し
と
同
様
の
基
準
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
旅
行

や
観
劇
な
ど
に
招
待
す
る
た
め
に
要

す
る
費
用
は
交
際
費
等
に
な
り
ま
す
。

　
金
銭
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
場
合

　
反
対
に
、
取
引
先
が
行
っ
た
売
上

割
戻
し
に
よ
っ
て
金
銭
の
交
付
（
い

わ
ゆ
る
「
仕
入
割
戻
し
」）
を
受
け
た

事
業
者
は
、
交
付
を
受
け
た
金
銭
を

収
益
と
し
て
計
上
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
計
上
時
期
は
、
仕
入
割
戻
し

の
算
定
基
準
が
購
入
価
額
ま
た
は
購

入
数
量
に
よ
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
の

算
定
基
準
が
契
約
な
ど
の
方
法
に
よ

り
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
購
入

し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
仕
入
割
戻

し
の
金
額
の
通
知
を
受
け
た
日
の
属

す
る
事
業
年
度
に
な
り
ま
す
。

　
一
定
期
間
支
払
わ
れ
な
い
仕
入
割

戻
し
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
支
払
い

を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の

仕
入
割
戻
し
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

棚
卸
資
産
を
購
入
し
た
日
の
属
す
る

事
業
年
度
又
は
相
手
方
か
ら
通
知
を

受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
仕

入
割
戻
し
と
し
て
経
理
す
る
方
法
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図　売上割戻しまたは交際費の判定

売上割戻しが
金銭交付 物品交付

物品の単価が
概ね3,000円以下 3,000円超

物品が事業用資産注に
該当する 該当しない

売上割戻し 交際費

注�　事業用資産に該当するか否かは、取引先の業種や業態によって異なりますが、おおむね次のよ
うなものは事業用資産に該当するものと考えられます。

　①�　商品陳列棚、レジスターなど事務用として確実に用いられると認められる什器備品
　②　商品運搬用の貨物自動車
　③　従業員の使用する作業服など

　
事
業
者
が
取
引
先
に
対
し
て
、
そ

の
仕
入
代
金
の
一
部
を
払
い
戻
す
リ

ベ
ー
ト
な
ど
は
、
売
上
割
戻
し
と
し

て
原
則
、全
額
が
損
金
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
交
付
方
法
に
よ
っ
て
は
交

際
費
等
に
該
当
す
る
た
め
、
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
確
認
し
ま
す
。

　売
上
割
戻
し
と
は

　
一
定
の
金
額
や
一
定
の
数
量
の
売

り
上
げ
を
達
成
し
た
販
売
店
な
ど
に

対
し
て
、
契
約
に
基
づ
き
売
上
代
金

の
一
部
を
控
除
す
る
こ
と
を
、「
売

上
割
戻
し
」
と
い
い
ま
す
。
売
上
割

戻
し
は
、
卸
売
業
や
製
造
業
な
ど
に

み
ら
れ
る
取
引
で
、リ
ベ
ー
ト
や
キ
ッ

ク
バ
ッ
ク
な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　
似
た
よ
う
な
取
引
に
「
売
上
値
引

き
」
が
あ
り
ま
す
が
、
売
上
値
引
き

は
売
上
金
額
や
数
量
が
少
な
く
て
も

購
入
し
た
と
き
に
値
引
き
を
行
う
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
、
売
上
割
戻
し

は
一
定
の
金
額
や
数
量
以
上
の
売
上

が
あ
っ
た
と
き
に
、
後
日
に
割
戻
し

を
行
う
も
の
で
す
。

売
上
割
戻
し
の
計
上
時
期

　
売
上
割
戻
し
は
、
売
上
日
か
ら
期

末
日
を
ま
た
い
で
後
日
に
支
払
い
を

行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

翌
期
以
降
の
支
払
い
に
備
え
て
、
決

算
時
に
未
払
金
な
ど
の
勘
定
科
目
を

用
い
て
計
上
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
合
の
課
税
関
係
は
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

⑴
　
次
の
3
つ
の
要
件
の
す
べ
て
を

満
た
す
売
上
割
戻
し
に
つ
い
て
は
、

売
上
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
収

益
の
額
か
ら
減
額
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
　
売
上
割
戻
し
の
金
額
の
算
定

基
準
が
契
約
や
取
引
慣
行
な
ど

に
よ
り
相
手
方
に
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
又
は
そ
の
事

業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
内

部
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

②
　
過
去
に
お
け
る
実
績
を
基
礎

と
す
る
な
ど
合
理
的
な
方
法
の

う
ち
法
人
が
継
続
し
て
適
用
し

て
い
る
方
法
に
よ
り
、
売
上
割

戻
し
の
金
額
が
算
定
さ
れ
て
い

る
こ
と

③
　
①
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
及

び
②
の
算
定
の
根
拠
と
な
る
書

類
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と

⑵
　
⑴
以
外
の
売
上
割
戻
し
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
場
合
を
除
き
そ
の

売
上
割
戻
し
の
金
額
の
通
知
を
し

た
日
ま
た
は
支
払
い
を
し
た
日
の

属
す
る
事
業
年
度
の
収
益
の
額
か

ら
減
額
を
し
ま
す
。

一
定
期
間
支
払
わ
な
い
場
合

　
売
上
割
戻
し
の
金
額
に
つ
い
て
、

相
手
方
と
の
契
約
な
ど
に
よ
り
、
特

約
店
契
約
の
解
約
や
災
害
の
発
生
な

ど
の
特
別
な
事
実
が
生
ず
る
と
き
ま

で
や
、
５
年
を
超
え
る
一
定
の
期
間

が
経
過
す
る
ま
で
相
手
方
名
義
の
保

証
金
な
ど
と
し
て
預
か
る
こ
と
と
し

て
、
取
引
先
が
売
上
割
戻
し
の
利
益

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
実
質
的
に
享

受
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
売
上
割
戻
し

の
金
額
は
、
現
実
に
支
払
っ
た
日
の

属
す
る
事
業
年
度
の
売
上
割
戻
し
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
現
実
に
支
払
う
前
に
、

実
質
的
に
取
引
先
に
売
上
割
戻
し
の

利
益
を
享
受
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
場

合
に
は
、
享
受
さ
せ
る
こ
と
と
し
た

日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
売
上
割
戻

し
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　売
上
割
戻
し
が
交
際
費
等
に

　な
る
場
合

　
売
上
割
戻
し
を
金
銭
で
は
な
く
、

売上割戻し売上割戻し
の課税関係の課税関係

リベート　　
キックバック
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物
品
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
と
き
、
取
引
先
で
あ
る
事
業

者
が
交
付
さ
れ
た
物
品
を
棚
卸
資
産

や
固
定
資
産
と
し
て
販
売
す
る
、
も

し
く
は
使
用
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な

物
品
（
以
下
、
事
業
用
資
産
）
で
あ

る
場
合
や
、
そ
の
物
品
の
購
入
単
価

が
お
お
む
ね
３
０
０
０
円
以
下
の
少

額
な
も
の
（
以
下
、
少
額
物
品
）
で

あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
交
付
の
基
準

が
売
上
割
戻
し
の
算
定
基
準
と
同
一

で
あ
る
場
合
に
限
り
、
交
際
費
等
に

該
当
し
な
い
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
言

い
換
え
れ
ば
、
交
付
し
た
物
品
が
事

業
用
資
産
に
該
当
し
な
い
場
合
に

は
、
少
額
物
品
を
除
き
そ
の
物
品
を

交
付
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
は
、

交
際
費
等
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。【
図
参
照
】

　
少
額
物
品
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判

定
の
要
素
と
な
る
購
入
単
価
は
、
通

常
の
取
引
単
位
ご
と
の
金
額
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
商

品
券
の
よ
う
に
引
き
換
え
る
こ
と
の

で
き
る
物
品
の
種
類
が
特
定
さ
れ
て

い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
券
面
金

額
に
関
わ
ら
ず
交
際
費
等
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
物
品
で
は
な
く
取
引
先
を

旅
行
や
観
劇
な
ど
に
招
待
す
る
場
合

は
、
売
上
割
戻
し
と
同
様
の
基
準
で

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
旅
行

や
観
劇
な
ど
に
招
待
す
る
た
め
に
要

す
る
費
用
は
交
際
費
等
に
な
り
ま
す
。

　
金
銭
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
場
合

　
反
対
に
、
取
引
先
が
行
っ
た
売
上

割
戻
し
に
よ
っ
て
金
銭
の
交
付
（
い

わ
ゆ
る
「
仕
入
割
戻
し
」）
を
受
け
た

事
業
者
は
、
交
付
を
受
け
た
金
銭
を

収
益
と
し
て
計
上
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
計
上
時
期
は
、
仕
入
割
戻
し

の
算
定
基
準
が
購
入
価
額
ま
た
は
購

入
数
量
に
よ
っ
て
お
り
、
か
つ
そ
の

算
定
基
準
が
契
約
な
ど
の
方
法
に
よ

り
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
購
入

し
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
で
す
。

　
そ
れ
以
外
の
場
合
は
、
仕
入
割
戻

し
の
金
額
の
通
知
を
受
け
た
日
の
属

す
る
事
業
年
度
に
な
り
ま
す
。

　
一
定
期
間
支
払
わ
れ
な
い
仕
入
割

戻
し
に
つ
い
て
は
、
現
実
に
支
払
い

を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の

仕
入
割
戻
し
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

棚
卸
資
産
を
購
入
し
た
日
の
属
す
る

事
業
年
度
又
は
相
手
方
か
ら
通
知
を

受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
仕

入
割
戻
し
と
し
て
経
理
す
る
方
法
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

図　売上割戻しまたは交際費の判定

売上割戻しが
金銭交付 物品交付

物品の単価が
概ね3,000円以下 3,000円超

物品が事業用資産注に
該当する 該当しない

売上割戻し 交際費

注�　事業用資産に該当するか否かは、取引先の業種や業態によって異なりますが、おおむね次のよ
うなものは事業用資産に該当するものと考えられます。
　①�　商品陳列棚、レジスターなど事務用として確実に用いられると認められる什器備品
　②　商品運搬用の貨物自動車
　③　従業員の使用する作業服など
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グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

⑵

　サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
ーC

ookie

規

制
　
W
E
B
サ
イ
ト
利
用
者
の
情
報
を

取
得
し
他
の
サ
イ
ト
と
連
携
し
て
広

告
配
信
な
ど
に
使
用
す
る
技
術
で

す
。

　
ユ
ー
ザ
ー
の
行
動
履
歴
を
追
跡
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
広
告
主
に
提
供
す
る

こ
と
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
広
告
を
可
能
に

し
て
き
ま
し
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
観
点
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
国
内
外

で
規
制
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

⑶

　カ
ス
タ
マ
ー
サ
ク
セ
ス

　
顧
客
の
成
功
と
自
社
の
利
益
の
両

立
を
目
指
す
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
概

念
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
納
品
し
て
ゴ
ー
ル
と
い
う
売
り
切

り
型
サ
ー
ビ
ス
だ
っ
た
の
が
、
近
年

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
が
台
頭
し
て
き
ま
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
サ
ー
ビ
ス
運
用
に

移
行
し
た
よ
う
に
、
契
約
後
に
顧
客

満
足
度
を
高
め
、
利
用
継
続
し
て
も

ら
う
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

顧
客
の
問
題
を
解
決
す
る
サ
ポ
ー
ト

だ
け
で
な
く
、
能
動
的
に
顧
客
へ
働

き
か
け
的
確
な
ニ
ー
ズ
を
読
み
取
る

こ
と
が
、
自
社
の
利
益
を
増
加
さ
せ

るBtoB

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
欠
か
せ

な
い
役
割
と
な
り
ま
す
。

⑷

　A
B
M
（
ア
カ
ウ
ン
ト
ベ
ー
ス

ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
企
業
（
ア
カ

ウ
ン
ト
）
を
予
め
選
定
し
有
望
な
企

業
に
集
中
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
で
す
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
予
算
や
人
的
リ

ソ
ー
ス
を
無
駄
な
く
活
用
で
き
、
高

い
R
O
I
（
投
資
対
効
果
）
が
期
待

で
き
ま
す
。
M
A
（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）や
C
R
M（
顧

客
関
係
管
理
）
な
ど
の
ツ
ー
ル
の
技

術
革
新
と
普
及
で
、「
企
業
単
位
」

で
の
顧
客
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
の
デ
ー
タ
収

集
と
分
析
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
A
B
M
の

導
入
障
壁
が
低
下
し
実
践
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
戦
略
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
体
制
を
作
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。❖　

　
　
❖
　
　
　
❖

　
今
後
ま
す
ま
す
伸
び
るBtoB

マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
市
場
は
、
顧
客
第
一
と

す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
化
し
、
信
頼

に
基
づ
く
持
続
可
能
な
関
係
構
築
を

目
指
す
こ
と
が
、
成
功
に
繋
が
る
で

し
ょ
う
。

図　BtoB マーケティングの流れ

市場調査・
分析

　市場規模はどれぐらいか、商品・サービスを購入するであろう顧客の課題解決は何か、
自社の強みは何か、競合他社はどのような顧客が利用しているかを分析します。マーケ
ティングの最終目標は受注です。マーケティングの全体像を描き戦略を練りましょう。

集客

　多くの企業に商品やサービスを知ってもらうためWEBサイトに集客します。具体的
には SNSやWEB広告などを活用しますが、オンラインに限りません。タクシー広告
や看板、展示会などで見かけた商品等を気になって検索したということもあり得るため、
ターゲットの目に触れやすい方法を意識しましょう。

CV促進

　CV（コンバージョン）とは、自社の商品・サービスを検討している顧客が購買に近
づくために起こす行動であり、コンバージョンつまり「転換」「変換」を意味する行動
です。サービス紹介資料といったコンテンツでユーザーの興味を引き、資料請求など
CVの際に顧客情報を得られます。CV率（CVR）を高めたWEBサイトや最初に訪問す
るランディングページ（LP）を改善し、見込顧客を離脱させないようにしましょう。

アプローチ
　CVされ検討度が高くても、BtoB の購買プロセスにおいてはまだ情報収集段階という
ことも少なくありません。定期的に顧客と接点を持ち、興味や関心度を向上させること
が重要です。具体的には、メールマガジンで接点を持ち続けるなどです。

商談
　メルマガを送った後に資料をダウンロードしたなど、検討度が高まった顧客がとる行
動を推察し、そうした行動をとった顧客に対してアポイントを打診します。アポイント
が獲得できたら営業部門に引き渡し、成約に結びつけます。

　
従
業
員
が
い
き
い
き
と
働
け
る
職

場
環
境
は
、
企
業
の
成
長
を
支
え
る

基
盤
で
す
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト（
※
）

が
高
い
企
業
で
は
、
従
業
員
の
生
産

性
が
向
上
し
、
離
職
率
が
低
い
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省
「
働
き
や
す
い
・
働
き
が
い
の
あ

る
職
場
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
」等
）。

　「
働
き
が
い
」
を
感
じ
る
職
場
は
、

単
に
従
業
員
の
満
足
度
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
競

争
力
の
向
上
に
も
寄
与
し
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
多
く
の
企
業
で
は
従
業
員

の
本
音
や
課
題
が
見
え
に
く
く
、
解

決
策
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
と
い

う
声
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調

査
の
重
要
性
や
具
体
的
な
実
施
方

法
、
成
功
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は

　
　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
は
代
表

的
な
も
の
と
し
て
、﹁
ワ
ー
ク
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
﹂と﹁
従
業
員
エ

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
﹂
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。

　
　﹁
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
﹂

は
、
仕
事
に
や
り
が
い
︵
誇
り
︶

を
感
じ
、
熱
心
に
取
り
組
み
、
仕

事
か
ら
活
力
を
得
て
い
る
状
態
を

指
し
、
個
人
と
仕
事
と
の
関
係
に

着
目
し
て
い
ま
す
。

　
　﹁
従
業
員
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
﹂

と
は
、
企
業
な
ど
の
所
属
組
織
へ

の
貢
献
意
欲
を
指
し
、
個
人
と
組

織
と
の
関
係
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

　︵
厚
生
労
働
省
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
働

き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の
た

め
に
﹂︶

１
　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査

⑴
　
調
査
の
概
要

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
従
業

員
が
仕
事
や
組
織
に
対
し
て
ど
れ
だ

け
積
極
的
に
関
わ
り
、
貢
献
し
た
い

と
感
じ
て
い
る
か
を
示
す
指
標
で
す
。

こ
れ
ら
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
企
業

は
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高

め
、
よ
り
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を

つ
く
る
た
め
の
改
善
策
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

仕
事
へ
の
満
足
感
が
高
い
…
自
分
の

仕
事
に
意
義
を
感
じ
、
充
実
感
を

得
て
い
る
。

組
織
へ
の
信
頼
が
強
い
…
経
営
方
針

や
職
場
環
境
に
満
足
し
、
組
織
へ

の
帰
属
意
識
が
高
い
。

キ
ャ
リ
ア
へ
の
期
待
が
持
て
る
…
昇

進
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
が
あ

り
、
将
来
に
希
望
を
持
て
る
。

⑵
　
調
査
の
目
的

　
調
査
の
目
的
は
、
従
業
員
の
「
声

な
き
声
」
を
聞
き
取
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
低
い

職
場
で
は
、
次
の
よ
う
な
課
題
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

離
職
率
の
増
加
…
特
に
若
手
従
業
員

の
離
職
が
多
い
。

生
産
性
の
低
下
…
業
務
へ
の
集
中
力

や
創
造
性
が
欠
如
し
て
い
る
。

職
場
の
不
和
…
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
や
信
頼
関
係
の
欠
如
が
目

立
つ
。

　
一
方
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高

い
職
場
で
は
、
離
職
率
が
低
下
し
、

生
産
性
や
顧
客
満
足
度
が
向
上
す
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
従
業
員
満
足
度
を
高
め
る
施

策
を
実
施
し
た
企
業
で
、
３
年
以
内

の
離
職
率
が
30
％
か
ら
15
％
に
改
善

し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

⑶
　
調
査
の
実
施
方
法

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
を
実
施

す
る
際
の
具
体
的
な
ス
テ
ッ
プ
を
解

説
し
ま
す
。

①
　
調
査
対
象
の
選
定

　
　
全
従
業
員
を
対
象
と
す
る
場

合
、
デ
ー
タ
の
偏
り
を
防
げ
ま
す

が
、
規
模
が
大
き
い
場
合
は
部
門

別
の
調
査
も
有
効
で
す
。

②
　
調
査
項
目
の
設
定

　
　
調
査
項
目
の
設
定
例
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
　
仕
事
の
や
り
が
い

・
　
上
司
や
同
僚
と
の
関
係

・
　
労
働
環
境
（
勤
務
時
間
や
福

利
厚
生
）

・
　
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
機
会

③
　
調
査
方
法
の
選
択

エンゲージメントエンゲージメント
調査を活用した調査を活用した
働きがいのある働きがいのある
会社づくり会社づくり
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オ
ン
ラ
イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
は
手

軽
で
集
計
も
し
や
す
く
、
匿
名
性

が
確
保
で
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー

プ（
定
性
調
査
の
手
法
の
一
つ
で
、

特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
少
人
数

の
参
加
者
が
集
ま
り
、
意
見
を
交

わ
し
ま
す
。）
は
深
掘
り
調
査
に

適
し
て
い
ま
す
。

⑷
　
調
査
結
果
の
分
析
と
施
策
へ
の

落
と
し
込
み

　
調
査
結
果
を
効
果
的
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、
次
の
手
順
を
踏
ん
で
い

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

①
　
デ
ー
タ
の
可
視
化

　
　
必
要
に
応
じ
て
図
や
グ
ラ
フ
を

使
い
、
回
答
を
直
感
的
に
把
握
で

き
る
形
式
で
、
分
か
り
や
す
く
整

理
し
ま
す
。

②
　
課
題
の
特
定

　
　「
上
司
へ
の
満
足
度
が
低
い
」

「
キ
ャ
リ
ア
支
援
が
不
足
し
て
い

る
」
な
ど
、
調
査
デ
ー
タ
か
ら
明

ら
か
な
問
題
点
を
洗
い
出
し
ま

す
。

③
　
優
先
順
位
の
設
定

　
　
す
べ
て
の
課
題
に
一
度
に
取
り

組
む
の
で
は
な
く
、
影
響
が
大
き

い
も
の
か
ら
着
手
し
ま
す
。

④
　
改
善
施
策
の
立
案

　
　
具
体
的
な
例
と
し
て
、
次
の
施

策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

・
　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
や
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
導
入

・
　
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
の
導
入

・
　
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
可
視
化

２
　
具
体
的
な
施
策
例

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
は
、
従
業
員
一
人
ひ
と
り

が
職
場
で「
や
り
が
い
」や「
満
足
感
」

を
感
じ
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
具
体
的
な
施
策
例
や

効
果
は【
下
表
】を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
　�

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
を
上
手

に
活
用
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

　
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
調
査
を
効
果

的
に
行
い
、
結
果
を
職
場
改
善
に
つ

な
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
ま

す
。

①
　
経
営
層
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

　
　
経
営
層
が
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト

向
上
に
積
極
的
に
関
与
す
る
姿
勢

を
示
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

②
　
調
査
設
計
の
明
確
化

　
　
調
査
の
目
的
を
明
確
に
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
調
査
項
目
を
設
計

し
ま
す
。「
職
場
環
境
」「
キ
ャ
リ

ア
支
援
」「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
、
従
業
員
が

働
き
が
い
を
感
じ

る
要
因
を
網
羅
す

る
質
問
を
設
定
し

ま
す
。

③
　
匿
名
性
の
確
保

　
　
従
業
員
が
正
直

な
意
見
を
述
べ
ら

れ
る
よ
う
、
調
査

の
匿
名
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

④
　
共
有
と
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ

　
　
調
査
結
果
を
可

視
化
し
、
従
業
員

全
体
で
共
有
し
ま

す
。
そ
の
後
、
具

体
的
な
改
善
策
を

実
行
に
移
し
、
定

期
的
に
進
捗
状
況

を
確
認
し
ま
す
。

　
　
従
業
員
の
声
が

施
策
に
反
映
さ
れ

る
と
、
さ
ら
な
る

信
頼
感
に
つ
な
が

り
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。

表　エンゲージメントを向上させるための施策例
施策例 効果

キャリア
開発支援

キャリアパス制度の明確化…従業員が将来の目標を描ける
よう、昇進やスキルアップの具体的なステップを提示する。
資格取得や研修への費用補助…OJTやOFF-JTの充実を図
り、専門スキルの習得を支援する。

キャリアに対する期待がモ
チベーションを高め、離職率
の低下や生産性向上につな
がる。

柔軟な
働き方
の推進

フレックスタイム制の導入…勤務時間の柔軟化により、個々
の生活スタイルに対応する。
リモートワークの推進…通勤負担の軽減や家庭との両立を
支援する。

ワークライフバランスが改善
され、従業員のストレス軽
減と働きやすさの向上が期
待できる。

健康の
維持・
増進　

定期的な健康診断の実施…従業員の健康状態を把握し、早
期の健康問題解決を支援する。
ストレスチェックとメンタルヘルス支援…ストレス管理の
ための相談窓口を設置し、心理的負担の軽減を図る。

健康への配慮は従業員の会
社への信頼感を向上させる
とともに、パフォーマンス向
上への寄与が期待できる。

コミュニケ
ーションの
促進

定期的な1on1ミーティング…上司と従業員が定期的に対話
し、課題や希望を共有する。
社内イベントや交流の場の提供…チームビルディングや職
場の雰囲気を良くする機会を設ける。

従業員同士や上司との信頼
関係を構築し、組織全体の
連帯感強化が図れる。
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　これまでの消費者問題は、不本意な購入
をしてしまった場合の「クーリングオフ」や、
商品の欠陥により怪我をしたなどの場合の

「製造物責任法（PL法）」が、その仕組みに
対応していました。
　これに対し、インターネットのオンライ
ンショッピングサイトで商品を購入したり、
動画配信サービスで映画を観たり、今やデ
ジタルサービスの発展は、利便性をもたら
すとともに消費者保護も新しい問題を引き
起こすようになってきました。
　たとえば、オンラインモールに出店して
いる店舗で商品を注文した際に、「商品が
届かない」「表示と商品の性能が違う」「届
いた商品に不具合がある」などのトラブル
が発生した場合に、消費者が返品や交換、
返金を求めても販売業者が対応しないケー
スや、そもそも連絡先の情報が偽りで連絡
が取れないといったケースもあります。また、

オンラインモールのサイト運営事業者は、
出店者との規約によりトラブル解決に介入
しないケースも多く、消費者にとってトラ
ブルの解決が難しい場合があります。この
ようなトラブルへの解決策としては、202 
2年の「取引デジタルプラットフォーム消費
者保護法」の施行により、消費者はオンラ
インモールなどの運営会社に対して、販売
業者の電話番号やメールアドレスなどの情
報の開示を請求できるようになりました。
　しかし、一度契約やサービス利用を開始
すると選択肢を不明瞭にしてキャンセルボ
タンを見つけにくくし、解約を難しくする
といった「ダークパターン」と呼ばれる手法
なども登場しています。
　消費者による自己防衛や法による保護に
加え、企業の対応も重要です。ダークパター
ンの例でいえば、解約ボタンはわかりやす
い場所にワンクリックで手続きができるよ
うに配置するなど、透明性と誠実さを重視
しブランドイメージを高めてこそ、企業と
消費者との信頼関係が構築できます。

デジタル時代の消費者保護

　災害時は道路や交通インフラが損傷し、
物流がストップすることがよくあります。
トイレットペーパーは手に入りにくいもの
の一つで、一定の備蓄が重要です。
　備蓄の目安はどれぐらいかご存じですか。
平均的な使用量は、1人あたり1か月に4
ロールとされています。人数分の1か月分
を備蓄するにはスペース確保が大変です。
最近は長巻きで作られる備蓄用トイレット
ペーパーも目にするようになり、今や6倍ロー
ルも出ました。こちらは収納スペースもコ
ンパクトになり、1か月分の保管が容易に
なります。
　また、紙は保管状況によっては劣化する
ため、湿気やカビなどから守るためアルミ
パウチして製造日より10年間保存が可能
なものもあります。定期的に在庫を確認し、
消費された分を補充するローリングストッ
ク法を活用すると常に必要量を確保できま
す。備蓄を見直し備えあれば憂いなしです。

6倍巻き！？　
今
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
は
週
末

の
お
出
か
け
の
選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

カ
フ
ェ
や
室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
を
併

設
し
「
な
が
ら
」
需
要
も
掘
り
起
こ

し
、
来
店
者
の
４
割
は
休
日
昼
間
に

来
店
す
る
と
い
い
ま
す
。
店
舗
数
も

こ
こ
10
年
で
４
割
増
え
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
を
初
め
て
逆
転
し
ま
し
た
。

　
学
生
や
独
身
の
利
用
者
か
ら
、
近

年
は
共
働
き
世
帯
が
け
ん
引
役
で

す
。
１
〜
２
時
間
で
引
き
取
れ
る
の

で
タ
イ
パ
が
よ
い
と
い
う
時
短
要
求

や
、
黄
砂
や
花
粉
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な

ど
急
な
天
候
の
変
化
で
外
干
し
し
な

い
人
が
増
え
、
市
場
が
拡
大
。
水
洗

い
で
き
る
ス
ー
ツ
が
普
及
し
た
こ
と

も
、
店
舗
数
増
加
の
要
因
で
す
。

　
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
業
界
は
飽
和

状
態
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
に
併
設
、
洗
濯
後
す
ぐ
に
出
品

で
き
る
よ
う
メ
ル
カ
リ
と
連
携
し
た

店
舗
な
ど
、
付
加
価
値
が
あ
れ
ば
今

後
も
拡
大
す
る
で
し
ょ
う
。

週
末
は

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

発行


